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今
後、

幹
線
山崎
道
の
連
絡
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
南
予
用
水
事
業
に
よ
り、

畑
か
ん
施
設
の
整
備
を
図
る。

樹
園
地
近
く
の
山
林
八

ひ
を
開
墾
し、

樹
園
地
の
組
織
拡
大
を
図
る。

� 
固

恥附
陣
当
時

ω
平和泊

巧
H
ω
ヨ
・

円
N・
品
目
0
5
・

時
隣
国
調

AH
印
ケ
白

首
荏
NY
ト
HU
FJ
簡
略

川市
田

喜

ω
H
N
Y
印

直
圃
選
出
足

∞
『】
印

南
予
用
水
事
業

野
村
ダ
ム

建
設
省
が
一

九
七
三
（

昭
和
四
人
）

年
度
に
着
工
し
た
。

洪
水
調
整
機
能
と
し
て
は
、

ダ
ム
地
点
に

お
け
る
計
画
高
水
流
量
毎
秒

二
ニ
O
O
立
方
ば
の
う
ち
毎
秒
三
O
O
立
方
M
の
洪
水
調
節
を
行
い
、

既
設
の
鹿
野

川
ダ
ム
の
洪
水
調
節
と、

下
流
の
洪
水
流
量
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る。

炭
業
用
水
に
つ
い
て
は
、

南
子
地
区
二
市
七
町
の
樹
園
地

五
六
七
O
P
に
、

年
間
最
大
二
じ
八
O
万
立
方
同
の
か
ん
が
い
用
水
を
供
給
す
る。

水
道
用
水
供
給
は
南
予
の
二
市
入
町
に
給
水
す
る

（
上
水
道
の
章
参
照）。
こ
の
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
は
総
事
業
費
約
二
八
六
億
円
を
も
っ
て
一

九

八
二
（
昭
和
五
七）

年
三
月
に
完
成
し

－－
。

サムド

野
村
ダ
ム

事
業
費
の
ア
ロ
ケ
l
シ
ヨ
ン
（

配
分）

は
治
水
五
六
・

五
%、

か
ん
が
い
三一

了

六
%、

水
道
一

0
・

九
%
で
あ
る。

t再J大Jli' 'L 

南
子
地
区
二
市
じ
町
の
樹
園
地
を
対
象
に、
山
辰
業
用
水
の
安
定
的
供
給
を
図
る
も
の
で
あ
る。

そ

の
－計
画
は
野
村
タ
ム
か
ら
取
水
し、

法
華
津
山
脈
を
約
六
・

四
キロ
肘
に
わ
た
っ
て
横
断
す
る
吉
田
導
水
路
に
よ
り、

北
宇
和
郡
吉
田
町

国
営
南
予
用
水
炭
業
水
利
事
業

大
河
内
地
点
に
導
水
し、

こ
れ
よ
り
南
北
に
延
び
る
幹
線
水
路
に
よ
っ
て、

北
は
西
宇
和
郡
三
崎
町
ま
で
（
延
長
約
六
六
・
一

J
M）、

南
は
千
和
島
市
三
浦
ま
で
（
延
長
二
四
・

七
J
M）

導
き、

計
五
六
七
三
か
の
樹
園
地
に
操
業
用
水
の
供
給
を
行
う
も
の
で、

本
事
業

ι 

早

に
よ
り
南
予
地一
弘・
一
市
七
町
の
用
水
不
足
を
画
期
的
に
解
消
し、
山
辰
業
生
産
基
盤
の
改
善
を
図
る
も
の
で
あ
る。

第

本
事
業
の
計
画
概
要
は
次
べ
l
ジ
の
と
お
り
で
あ
る。
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産業経済第四編

景全ムダ村野

一

九
七
四
（
昭
和
四
九
〉

年
度
か
ら
工
事
に
着
工
し
た
が 、

こ
の
事
業
は
一

九
七一
二
（
昭
和
四
八
〉

年
度
か
ら
全
体
設
計
に
か
か
り
、

？レ

ー九

食品リ

←sr、

一

九
八
三
（
昭
和
五
八
）

年
度
ま
で
の
進

捗

状
況
を
み
る
と

、

野
村
ダ
ム

取
水
塔 、

吉
田

す
い

と－
7

八
幡
浜
聞
の
腿
道 、

布
喜
川
調
整
池
が
完
成
し

、

順
次
保
内
町
以
西
に
工
事
が
進
め
ら
れ

イゴ主力H「水量 l, 278, 000m' 
延 長 6,378m

II 90,764 n1 

（北村、Ml 66,068111 、 南幹線24,696m)
延 長 54,553m 

（幹線2力所 、 支線25力所）
制慾容量239, 000m' 
（布喜川150,000m'(J]lj表のとおリ）伊Ji 89, 000m') 
（全体39カ所のっち17力所は吐水槽に含む）

て

い

る
。

県
営
畑
地
か
ん
が
い
排
水
事
業

」
の
事
業
は

国
営
南
予
用
水
良
業
水
利
事
業
に
よ
り 、

野
村
ダ

ム
か
ら
導
水
す
る
農
業
用
水
の
受
益
地
に

、

末
端

1, 165ha 

460 II 

l,69611 

532 II 

447 II 

407 II 

400 II 

3]6 II 

250 II 

5,673 11 ( I弘j係農家戸数9,466戸）

lカF斤

第 」次産業

要 工 事
補助水制t

古凹導水路
幹似水路

受益市町と面積
八11時7兵1!1

'i三和l J:i; ,Ii 
','i 出 回I

j-Jf }j 田I

f社 内 田T

三 Jt九 日IJ

三 附 田I
i別iJi， 凹I

神H r l 出I

主

第一章

11路線
27カp)r
2 カ戸斤

22カ巨「

名称 布喜一川調整池 位置 愛媛県八幡浜市布喜川地先

流域而干Ii 基礎地盤 貯 水 量
Jf; 式 堤高 堤 長 1是｛本干民

地 質直 接 間 接 総貯水量 有効貯水量

体
コ／クリ ー knf Ill Ill m' 緑色片岩 Ill' Ill、

｜動力ダム 2. 34 33. 7 110.0 25,000 里色片岩 197,000 , 150,000 

IJI 、
lf; 'i\ 担1,7)(主i 備 考 形 式 収ノlくi立 If; 王北 放 流 量

取水
7)<. m'/s 

施設 洗 体 川Is 放流施設
R吐 堤Wi越流出 士是体併設

158 fit 設 1,968 

支i出水路
m水機場
調 ;JR,草 地

調ti水槽

；也整調

610 

〉也整調！｜｜ 喜布
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